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インフラストラクチャのプロビジョニング
[Infrastructure Configuration]ページでは、コールプロセッサおよびユニファイドメッセージプロ
セッサのインフラストラクチャの設定を参照することができます。このページを使用して、構成

時の設定を追加、編集、削除できます。

インフラストラクチャ設定機能は、Cisco Unified Communications Managerデバイスをベースと
したコールプロセッサと、Cisco Unity Connectionのみをベースとしたユニファイドメッセー
ジプロセッサに適用されます。

（注）

インフラストラクチャプロビジョニングの状態
インフラストラクチャ設定要求は、インフラストラクチャ設定アクティビティを実行するときに

使用されます。

インフラストラクチャ設定プロセスが取る状態は、次のとおりです。
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• [追加未実行（UncommittedAdd）]：設定はローカルに作成されていますが、デバイス上には
存在しません。

• [追加処理中（Add in Progress）]：保留中設定の処理が進行中であり、オーダーを通して設定
が行われている途中です。この状態では、変更を行うことはできません。

• [追加失敗（Add Failed）]：このオブジェクトに対する操作に失敗しました。

• [追加をスケジュール済み（Add Scheduled）]：保留中の設定済みオブジェクトを処理するタ
スクのスケジュールが設定済みであり、実行待ちです。この状態では、変更を行うことはで

きません。

• [更新未実行（UncommittedUpdate）]：デバイス上に存在するオブジェクトがローカルでは変
更済みですが、まだデバイスに送信されていません。

• [更新処理中（Update inprogress）]：変更操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [更新失敗（Updated Failed）]：変更操作に失敗しました。

• [更新をスケジュール済み（Update Scheduled）]：デバイス上のオブジェクトを変更するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

• [削除未実行（Uncommitted Delete）]：デバイス上に存在するオブジェクトに削除対象のマー
クが付いています。このオブジェクトの削除は、まだデバイスに対して要求されていませ

ん。

• [削除処理中（Delete in progress）]：削除操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [削除失敗（Delete Failed）]：削除操作に失敗しました。

• [削除をスケジュール済み（Delete Scheduled）]：オブジェクトをデバイスから削除するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

デバイスの追加
ユーザに対してサービスをプロビジョニングするには、デバイスをPrimeCollaborationProvisioning
に追加する必要があります。

デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する際は、次の点に注意してください。

•デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する前に、Cisco Unified Communications
Managerと Cisco Unity Connectionのデバイスが正しく設定されていることを確認します。

• Prime Collaboration Provisioningで汎用 IOSルータを設定する方法は、Cisco Unified
Communications Managerまたは Cisco Unityデバイスの場合とは大幅に異なります。最大の違
いは、一般的な IOSルータは同期化されず、特定のドメインやサービスエリアには関連付け
られないことです。
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デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]ページで、[追加（Add）]をクリックし、デバイスを

Prime Collaboration Provisioningに追加します。
ステップ 3 [デバイスの追加（AddDevice）]ウィンドウで、ドロップダウンリストから必要なアプリケーショ

ンを選択し、名前や IPアドレスなどの必須情報を入力します。
デバイス名に使用できる文字は、スペース、英数文字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、アン
ダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオド（.）、およびアットマーク（@）です。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
PrimeCollaboration Provisioningにデバイスが追加されます。ページの下部に 2つのステータスメッ
セージが表示されます。1つはデバイスの追加が成功したかどうかを示し、もう 1つは [テスト接
続（Test Connection）]上にあり、接続テストが成功したかどうかを示します。

Cisco Unity Connection 10.0以上のバージョンを追加する場合は、Unity Connection管理
者とオペレーティングシステム（OS）管理者の両方のクレデンシャルを追加する必要
があります。

（注）

デバイスの詳細を表示するには、[クイックビュー（Quick View）]をポイントします。クイック
ビューでは、同期の開始、同期ログの表示、デバイスの接続テスト、CiscoUnifiedCMServiceability
と Cisco Unity Connection Serviceabilityの相互起動を実行できます。

デバイスの詳細を更新または変更するには、[編集（Edit）]をクリックします。

Prime Collaboration Assuranceからデバイスをインポートするには、[インポート（Import）]をク
リックします。[デバイスのセットアップ（Device Setup）]ページに、PrimeCollaborationAssurance
上のデバイスがリストされます（リストには管理対象状態のデバイスのみが表示されます）。イ

ンポートするデバイスを選択し、[選択したデバイスのインポート（Import Selected Devices）]を
クリックします。

Prime License Managerおよび Deployment Managerは、[インフラストラクチャのセットアップ
（Infrastructure Setup）]ページから追加できます。これらのデバイスを追加すると、Prime License
Managerと Deployment Managerのリンクが [管理（Administration）]メニューに表示されます。
Prime License Managerまたは Deployment Managerのログインページを相互起動するには、Prime
License Managerまたは Deployment Managerのリンクをクリックします。

Prime Collaboration Provisioningには、License ManagerとDeployment Managerのデバイスを 1つ
だけ追加できます。別の Prime License Managerまたは Deployment Managerデバイスを追加し
ようとすると、エラーメッセージが表示されます。

（注）
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Cisco Unity Connection デバイスの操作

Cisco Unity Connectionのクラスタリングとフェールオーバーをサポートするため、次の点に注意
してください。

• Cisco Unity Connectionクラスタサーバペアを含むCisco Unity Connectionを追加する場合は、
そのペアのパブリッシャサーバだけを追加します。

•プライマリ Cisco Unity Connectionがセカンダリ Cisco Unity Connectionにフェールオーバーす
る場合、IPアドレスをセカンダリデバイスに変更できます。その場合、Prime Collaboration
Provisioningはフェールバックが発生する前にセカンダリデバイスと通信します。

ネットワークに複数のロケーションがある場合は、CiscoUnityConnectionサーバまたはCiscoUnity
Connectionクラスタのすべてのロケーションを、PrimeCollaborationProvisioningに個々に追加しま
す。

この設定で Cisco Unityを使用する場合、Cisco Unified Communications Managerボイスメールポー
トを設定します。

インフラストラクチャ同期とユーザ同期
Prime Collaboration Provisioningでは、次の 3種類の同期が行われます。

•インフラストラクチャの同期：Prime Collaboration Provisioningで使用される、個々のユーザ
固有ではないデバイスからすべてのオブジェクトを検出します。PrimeCollaborationProvisioning
がユーザサービスを設定できるように、事前にデバイス内にインフラストラクチャデータ

が存在している必要があります。

•ユーザの同期：個々のユーザに関連するすべてのオブジェクトを検出します。

•ドメインの同期：ユーザの同期中に検出された既存のユーザをドメインに配置します。

インフラストラクチャ同期を使用して、デバイスのインフラストラクチャデータを同期します。

インフラストラクチャ同期では、複数のユーザによって使用されるデバイス情報が取得されます。

インフラストラクチャ設定製品とユーザを同期するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 同期を実行するデバイスの [クイックビュー（Quick View）]をポイントします。
ステップ 3 次のいずれかを実行します。

•インフラストラクチャ同期を実行するには、[インフラストラクチャ同期の開始（Start
Infrastructure Synchronization）]をクリックします。

•ユーザ同期を実行するには、[ユーザ同期の開始（Start User Synchronization）]をクリックし
ます。
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同期の進行状況が、[同期ステータス（Synchronization Status）]の下の [クイックビュー（Quick
View）]に表示されます。

ステップ 4 [詳細ログの表示（View Detailed Logs）]をクリックします。
同期ログが作成され、割り当てられなかったオブジェクトが表示されます。また、デバイスから

不明な要素が取得された場合は、警告メッセージも示されます。このログは同期を実行するたび

に上書きされます。

警告メッセージの「予期しない要素がスキップされました（Skippedunexpectedelement）」
は無視してかまいません。このメッセージは、デバイスから送信された項目がProvisioning
でサポートされていないことを示します。

（注）

インフラストラクチャ同期またはユーザ同期の状態が長時間変わらない場合は、Niceサービスが
PCPで CLI（Rootユーザとしてログイン）経由で実行されていることを確認してください。サー
ビスが実行中であるかどうかをチェックするには、次のコマンドを実行します。

ps -aef | grep nice

Niceサービスが停止している場合は、サービスを再起動してから、インフラストラクチャ同期ま
たはユーザ同期をやり直します。

アナログ電話を管理する場合は、ipt.propertiesファイルを更新する必要があります。このファイル
で、dfc.ipt.cisco.callmanager.analog_phone_supportをYに更新してから、ユーザ同期を実行します。
ユーザ同期が完了してから、Provisioningを再起動する必要があります。

インフラストラクチャ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングインフラ
ストラクチャデータがユニファイドメッセージプロセッサと同期します。

• SubscriberTemplate：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メールメッセージプロ
セッサの加入者テンプレート。

• UnifiedMessagingFeatureSpecification：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メール
メッセージプロセッサのサービスクラス。

ユーザ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングユーザデータがユニファ
イドメッセージプロセッサと同期します。

• UMInfo：ユーザのボイスメールおよび電子メール情報に関連する、Cisco Unity、Cisco Unity
Connection、および Cisco Unity Expressのユーザ。

• VoiceMailInfo：UMInfoおよび EmailInfoに関連する、Cisco Unity、Cisco Unity Connection、お
よび Cisco Unity Expressのユーザ。

• EmailInfo：VoiceMailInfoおよびUMInfoに関連する、CiscoUnityおよびCiscoUnity Connection
のユーザ。
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IM and Presence 9.0以上のバージョンは、Cisco Unified CommunicationsManagerと統合されてい
ます。そのため、IMandPresence9.0以上のバージョンではユーザ同期が無効になっています。
ユーザ情報は Cisco Unified Communications Managerから直接同期されます。

（注）

IMandPresenceの場合、インフラストラクチャ同期を使用して、ユーザ設定インフラストラクチャ
データを Provisioningと同期します。

Cisco Unified Communications Managerをアップグレードしてからユーザ同期を手動で実行し、
変更通知設定を同期する必要があります。

（注）

LDAP サーバの同期の設定
PrimeCollaboration ProvisioningからLDAPサーバの同期を構成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [ドメイン（Domains）]ペインでドメインを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 3 [ドメイン設定（Domain Configuration）]ページで、[デバイスのセットアップ（Device Setup）]

ページで設定したディレクトリソースを選択します。

ステップ 4 設定ペインで、Prime Collaboration Provisioningがサーバから収集する情報を設定します。これら
の設定は、ディレクトリ/ACSサーバから Prime Collaborationへのユーザの同期および認証に使用
されます。

ステップ 5 LDAPサーバでのすべての変更を Prime Collaboration Provisioningに同期させるには、以下を選択
します。

• [モード（Mode）] -認証および同期（Authentication and Synchronization）

• [既存ユーザの詳細の更新（Update existing user details）] -すべてのフィールド

• [LDAPユーザ削除時のアクション（ActionwhenLDAPusers deleted）] - [ユーザのみ削除（Delete
user only）]

• [ユーザ検索ベース（User Search base）] -ユーザ検索ベースを入力

◦ Cisco Unified CMとは異なり、Prime Collaboration Provisioningはドメインで 1つのユー
ザ検索ベースのみをサポートします。ただし、複数のユーザ検索のため複数のドメイン

を作成できます。

◦ Cisco Unified CMで Provisioning UIを使用して LDAPユーザを追加する場合は、
Provisioningドメインと CUCMのユーザ検索ベースは同じである必要があります。
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•同期のクエリーのフィルタ処理（Filter query for sync）：[全ユーザの同期（Synchronize all
users）]。これを行うには、[ドメイン LDAPフィルタ（Domain LDAP Filters）]サブペインの
下の [編集（Edit）]アイコンをクリックし、必要な情報を選択します。[保存（Save）]をク
リックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

LDAP同期のスケジュール設定と実行：同期のスケジュールを設定するには、[LDAP設定（LDAP
Settings）]ペインで、[同期間隔（Synchronization Interval）]および [同期開始日（Synchronization
Start Date）]を設定します。
[ドメインの設定（Domain Configuration）]ページの内容を保存したら、ドメインを選択して、[ク
イックビュー（Quick View）]をポイントします。次に、[LDAP同期の開始（Start LDAP
Synchronization）]を選択します。

LDAPの同期が終わると、レポートが作成されます。このレポートには、同期中に実行できなかっ
た操作がリストされます。LDAPサーバに入力されたデータの誤りやユーザ設定の誤りなどが原
因で、操作が失敗する場合があります。

ドメインに関連付けられているLDAPサーバは削除できません。LDAPサーバを削除するために、
ドメインから削除します。

次の表は、LDAPを設定するためのフィールドの詳細を示しています。

表 1：LDAP 設定フィールド

説明フィールド

•認証のみ（AuthenticationOnly）：LDAPサーバは、ユーザ認証に
のみ使用されます。

•認証および同期（Authentication and Synchronization）：LDAPサー
バは、ユーザ認証とユーザ情報取得の両方に使用されます。

[モード（Mode）]

•すべてのフィールド（All fields）：LDAPサーバでユーザ情報が
変更されると、Provisioningでも同じ情報が更新されます。

•更新しない（Do not update）：LDAPサーバでユーザ情報が変更
されても、Provisioningのユーザ情報は更新されません。

[既存ユーザの詳細の更
新（Update Existing User
Details）]
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説明フィールド

古い LDAPユーザとは、ユーザ検索ベースまたはドメイン
LDAPフィルタに一致しなくなっているユーザアカウントの
ことを言います。

（注）

•プロビジョニングで変更を行わないでください（Do not make
changes in Provisioning）：Prime Collaboration Provisioning内の対応
するユーザは削除されません。

•ユーザを削除し、プロビジョニングと CUCMのサービスを残す
（Delete user, but keep services in Provisioning and CUCM）：その
ユーザは Prime Collaboration Provisioningおよび Cisco Unified
Communications Managerで削除されます。

• Provisioningおよび CUCMからユーザとすべてのサービスを削除
する（Delete user and all services from Provisioning and CUCM）：そ
のユーザおよびサービスはデバイスと Prime Collaboration
Provisioningで削除されます。ユーザがCiscoUnifiedCommunications
Managerの LDAPユーザではない場合、そのユーザは Prime
Collaboration Provisioningおよび Cisco Unified Communications
Managerでも削除されます。ユーザがCiscoUnifiedCommunications
Managerの LDAPユーザである場合、そのユーザは Cisco Unified
Communications Managerで削除されません。

[古い LDAPユーザに対
するアクション（Action
for stale LDAP users）]

ドメインのユーザ検索ベース。Provisioningは、ActiveDirectoryのベー
ス以下のユーザを検索します。たとえば、CN=Users,DC=Cisco,DC=com
となります。

この検索ベースは LDAP同期でのみ使用されます。

Microsoft ActiveDirectoryサーバを使用している場合は、dsquery userコ
マンドを使用して完全なユーザ検索ベースをリストできます。

Prime Collaboration Provisioningはドメインあたり 1つのユー
ザ検索ベースのみをサポートします。

（注）

[ユーザ検索ベース
（User Search Base）]
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説明フィールド

特定の LDAPユーザフィールドに対応する、Cisco Unified
CommunicationsManager内のユーザフィールドをリストします。Prime
Collaboration Provisioningでは、以下のフィールドのみ設定できます。

•連絡先電話番号（Contact phone number）：電話番号または ipPhone
を選択します。

•連絡先電子メール（Contact email）：メールまたは
sAMAccountNameを選択します。

•ユーザ ID（User ID）：LDAPサーバの以下のフィールドをユーザ
IDにマッピングできます。

◦ employeeNumber

◦ mail

◦ sAMAccountName

◦ telephoneNumber

◦ userPrincipalName

•ディレクトリ URI（Directory URI）：mail、
msRTCSIP-primaryuseraddress、または noneを選択します。

[フィールドマッピング
（Field Mapping）]

•全ユーザの同期（Synchronize all users）：すべてのユーザが同期
されます。

•簡易クエリー（Simplequery）：以下のフィールドを組み合わせて
クエリーを設定できます。

◦ [ユーザ ID（User ID）]

◦ [部署名（Department）]

◦ [連絡先電話番号（Contact phone number）]

◦ [連絡先電子メール（Contact email）]

◦文字列の一部を指定して検索するには、アスタリスク（*）
を使用します。

[詳細クエリ（Advancedquery）]：LDAPクエリーは、次の例のよ
うに入力できます。

(&(sAMAccountName=johndoe)(department=Cisco*)(mail=john@cisco.com))

[同期のクエリーのフィ
ルタ処理（Filter Query
for Synchronization）]
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自動サービスプロビジョニングの「IN」フィルタを使用すると、複数のクエリーを設定でき
ます。次に例を示します。

（注）

•複数の電話番号を取得するには、セミコロンを使用して検索文字列を区切ります。たと
えば、4930;5930などです。

•複数の電話番号の組み合わせを取得するには、アスタリスクとセミコロンを使用して検
索文字列を区切ります。たとえば、40105*;40116*;40127*などです。

•連絡先電話番号は、以下を使用できます。

◦ +44*など、検索条件の「+」記号

◦ /+44*など、検索条件の「/+」記号

•連絡先電話番号の場合は、デリミタとしてカンマで複数の値を検索条件に入力する「IN」
フィルタを使用し、「/+」記号を使用できます（たとえば /+44*, /+55*,/+33*など）。

•同様に、「IN」フィルタを使用すると、デリミタとしてカンマを使用して、LDAPサーバ
から複数のユーザを同期できます。たとえば、User1, User2, User3などです。

•ワイルドカード（*）は、フィルタのフィールドの先頭または末尾に使用できます。

同様に、「=」や「!=」の演算子をクエリーの設定に使用できます。たとえば、単一ユーザ ID
を提供するとします。

•「=」演算子を使用すると、LDAPサーバからそのユーザだけが同期されます。

•「!=」演算子を使用すると、LDAPサーバからそのユーザだけが同期から除外されます。
その他のすべてのユーザは同期されます。

ユーザ IDと *を一緒に使用すると（User123*など）、IDが User123から始まるユーザ全員を
取得します。

デバイスのプロビジョニングの削除
PrimeCollaborationProvisioningからデバイスを完全に削除するには、[インフラストラクチャのセッ
トアップ（Infrastructure Setup）]ページを使って削除する必要があります。デバイスを削除する場
合は、次のポイントに注意してください。

•アクティブなリリース済みオーダーがない（回復不能または回復可能なエラーを含む）。

•アクティブなバッチプロジェクトがない。

•同期の実行中でない。

これらの条件が満たされていない場合にデバイスを削除しようとすると、ページにメッセー

ジが表示されます。削除が完了するまで、アクティビティは実行しないでください。
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• AAAサーバを削除する前に、それがドメインに割り当てられていないことを確認します。

•デバイス上に保留中のオーダーがないようにしてください。

•デバイスを削除する前に、システムに古いエントリが入るのを避けるために、ドメインの同
期化を実行します。

デバイスを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにします。
ステップ 2 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 3 [デバイスのセットアップ（DeviceSetup）]ページで、削除するデバイスを選択して [削除（Delete）]

をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックして削除を確定します。

Cisco Jabber サービスの有効化
Prime Collaboration Provisioningで、デバイスの Cisco Jabberサービスを有効にすることができま
す。Cisco Jabberサービスを使用すると、インスタントメッセージングやプレゼンスと連携させる
ことができます。

Cisco Jabberサービスは、CiscoUnified CommunicationsManager 9.1.1以上のバージョンと、Cisco
Unified Presenceでのみ利用できます。

（注）

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 デバイスのクイックビューにカーソルを合わせ、[UCサービス（UC Services）]タブ、[有効

（Enable）]の順にクリックします。
ステップ 3 [SIPプロファイル（SIPProfile）]、[サービスプロファイル（Service Profile）]、および [ソフトキー

テンプレート（Softkey Template）]フィールドとサービスパラメータ情報を入力して、[適用
（Apply）]をクリックします。[オーダーの表示（ViewOrder）]をクリックすると、[ユーザレコー
ド（UserRecord）]ページでオーダーの詳細を確認できます。Jabberサービスを有効にした日付が
表示されます。

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にした後は、編集も無効化もできなく
なります。

（注）
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